
個別研究

乳幼児水泳経験児の発育発達に関する報告

I 研究目的

ベピースイミングから水泳を行う児の健康管理の一環

として，水泳に通う乳幼児白発育・発達状況を把握する。

またその資料を一般乳幼児と比較し，水泳の影響につい

て検討する。

今回目調査のきっかけはースイミングクラブから身体

発育値由計測に関して相談を受けたことである。すなわ

ちスイミングクラブ側は乳幼児の健康管理の基盤である

身体計測を定期的に行なう ζとの重要性を認識しており，

そ白方法について検討すると ζ ろであった。しかし我々

自かつての経験から，スイミングクラブという人手，時

間など物理的に限られた条件のなかで正確な資料を得る

ζとの難しさは明らかであった。そζで母子健康手帳か

らの情報収集を提案し，それが現状ではどの程度有効で

あるか調査を行なった。同時It現在由児の発育・発逮状

況及び母親由水泳が子供四生活1<:及ぼす影響1<:関する認

識も調べることにより，冒頭の目的に近付乙うとした。

E 関査対象及び方法

毎日スポーツプラザ 3ケ所(東京 2，神奈川 1)にお

いて 3，4. 5歳児を対象に以下の調査票を配り母親i己

記入してもらった。

調査票A:出生から現在までの発育・発達について

(母子健康手帳から転記してもらう)

調査票B:現在の発逮状況 (55年幼児健康度調査項目

利用〉

調査票C:記述式のアンケートで質問項目は以下の通

りである。

1 これまで水泳を続けてきて良かったと恩う乙と

(1)健康面 (2) 生活面

2 水泳開始から現在までに悩んだこと，闘ったとと

(1) 健康面白)生活面 (3) 水泳上のζ と

3 経験から考えて，水泳を始めるのは生後どれくら

b哨おらが適当と思われるか。( )歳( )か月から
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4 前問の答えの板拠，理由

なお調査期聞は昭和例年3月から4月であった。

E 結果及び考察

1. 鴎査対象の概要

配付数5221<:対し回収は 178(回収率34.1%)乙のう

ち記載不備及び水泳開始後6か月未満白も由を除いた

148例について集計した。

対象児は男児92名，女児56名 3歳児 49名， 4歳

児 64名 5歳児45名であった。水泳開始時期は O歳

(6-11か月)からが49名， 1歳からが22名， 2歳か

らが18名， 3歳からが47名， 4歳からが10名， '5歳に

なってからは 2名であった。

2 調査察Aについて

記入に際して由指示は「母子健康手帳を見て保健所・

医療機関ではかつてもらった計測値を転記し，自宅で測

ったものは記入しないでくださいJとした。しかし，発

達の記録は母親の判断により母子健康手帳1<:記入してあ

るため均、一部信頼性自薄い健が出てきてしまった。

(例:首座りの平均2.8カ月)。以前の調査"でベピー

スイミング実施児は「後追いをする児が少ないJ結果が

出たが今回は後追いについては記載の不備が多く，集計

不能であった。主な結果を衰 11<:示した。

身体計測値の記入は1， 3. 6. 9か月， 1歳 1歳

6か月， 2歳 3歳の各時点でよく記λされていたが，

頭閤，胸囲は 1歳すぎから記入のないものが多くみられ

た。母子健康手帳1<:記載欄がない由で当然といえるが，

水泳と胸囲の発逮についての資料を得るためには一考を

要する。表 2には水泳開始年齢別に出生時と 3歳時白身

長・体重吾示した。 55年金国値と比べて出生体重は少なめ

である地主身長は男児平均と同じであった。 3歳時点の

全国平均値は発表がないので50パーセンタイル値を重量

考に示した。 3歳時では体重・身長ともに50パーセエイタ

イル値を越える結果が出ている。なお，水泳経験由条件

を揃えた場合についてみるため，生後6か月から始めた

児について下欄1<:示Lた。 13名と小数例で内男児が12名
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表 1 水泳開始年齢別発達一平均月齢表一 )内はサンプノレ数

高ばい っかまり立ち 伝い歩き ひとり歩き 続けて歩く

合 計 8.1 (99) 8.1 (129) 9.6 (135) 11. 7 (139) 12.9 (135) 

6-11カ月 8.2 (36) 7.9 ( 43) 9.5( 44) 11.5 ( 47) 12.6 ( 48) 

歳 7.6 (17) 7.6 ( 19) 9.6( 20) 11.3 ( 19) 11.9 ( 19) 

2 歳 8.4 (10) 7.8 ( 16) 9.4( 17) 12.4 ( 18) 13.3 ( 15) 

3 歳 8.3 (27) 8.3 ( 40) 9.7( 43) 11.7(45) 13.2 ( 41) 

4 歳 8.4 ( 8) 9.7 ( 9) 10.1 ( 9) 12.8 ( 9) 14.2 ( 10) 

5 歳 7.0 ( 2) 7.0 ( 2) 9.1 ( 2) 12.0 ( 1) 11.5 ( 2) 

表2 水泳開始年齢別発育一平均値表一 *は50パ センタイノレ値

出生時体重IgJ 出生時身長岡 3歳時体重I.J 3歳時身長岡

d口h at 3，137 (147) 49.7(145) 13，916 (112) 93.9 (112) 

6-11カ月 3，100 ( 49) 49.3 ( 48) 13，840 ( 31) 93.0 ( 31) 

歳 3，036 ( 22) 49.5 ( 21) 13，408 ( 20) 93.4 ( 20) 

2 歳 3，142 ( 18) 49.7 ( 18) 13，561 ( 14) 93.4 ( 14) 

3 歳 3，214 ( 46) 50.0 ( 46) 14，215 ( 37) 94.8 ( 37) 

4 歳 3，171 ( 10) 50.4 ( 10) 14，456 ( 9) 94.7 ( 9) 

5 歳 3，145 ( 2) 49.3 ( 2) 14，900 ( 1) 99.2( 1) 

6 地主月 2，883 ( 14) 48.4 ( 14) 13，380 ( 13) 92.7 ( 13) 

55年全国値 男 3，230 49.7 

女 3，160 49.3 

をしめるか，やはり出生体重・身長とも全国平均を下回

っていたものが3歳時点では体重身長ともほぼ追い付い

ている。

3. 調査票Bについて

現在由発達状況を知り，一般幼児と比較するため昭和

55年日本小児保健協会が行なった幼児健康度調査 1)(以

下幼健調と略〉項目と閉じ質問をした。多くの項目で，

90-95%が「はいJと答えている点は，幼健調と同じで

あった。(表3，4， 5) 

幼健調では「いいえ」または「わからない」が10%を

上廻った項目について考察が加えられている主主本調査

結果と関連がある項目は以下の通りである。

3歳児の項目 3で「約束や順番が守れるjに円、いえJ

と答えたものが幼健調で16%見られたのに対L.本調査

では 0%であった (pく0.01)。また 5歳児の項目 5

は「欲しいものを我慢できるJを「いいえJと答えたも

の拭幼鍵調で 13.9%見られたのに対し，本調査では
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* 13，680 * 92.9 
ヰド 13，360 〉ド 92.1

4.4労であった(有意差はなし)。 ζの2つの項目につ

健て，幼健調では「年齢から見ても特に問題はないが，

しつ貯白点などで考慮の余地もあるJと考えられている。

本調査ではζの意味では良い結果が出たと言える。

3歳児白項目 7の「疲れた時や具合の惑い時母親にく

っつきたがるJでは， iいいえJと答えたものが， 幼健

調では 17.5%であったのに対L.本調査では 24.5必で

あった (p< 0.01 )。一方. 5歳児の項目 6i外から帰

ってきてお母さんなどがいないと心配したり泣きべそを

かいたりする」では「いいえ」と答えたものが幼健調で

は52.1労であり，本調査では 8.9%であった (p< 
0.005 )。乙の二つ白項目については，幼健調報告では

「親子白関わりを見るため白質問なので，いいえと答え

ても発達上問題にならない」と考えられている。 5歳児

白項目 6について大差が見られたが.幼健調では 5-

6歳児対象であるのに対し本調査は 5歳児のみであるこ

とも考慮すれば，特に問題とする必要はないと考える。
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3歳児幸〈聖児富康器綱高例華17Z〉

1. rζれをパ川にあげてきてH新聞をもってきてjなど税の指示による
ζんでしたがって行動できますか。

2 ままどと，自動取とっと.怪獣ζっζなど，Cっζあそびができますか.

"3 約*した乙とや順番を守ることができるようになりましたか。

4 何でも自分でやりたがるとζろがありますか。

5 お母さんなどといろいろなお績をするζ とが好きですか。

6 お母さんなどから織れて遊ぶととができますか.

"7 疲れたときゃぐあいの惑いときはお母さんなどにくっつきたがる。

8. ひとりでくつをはく ζ と;あるいはボタンをはずしてよ者をぬぐζ とが
できますか。〈どちらか片方でもよい〉

9 回をあけて片足立ちができますか。 (2秒くらい〉

10 でんぐりかえし〈前転〉ができますか。

11 片足けん砂んができますか。〈数歩〉

12. はずむポールをひろう乙とができますか.

お手本をみて (0)がかけますか.13 

~* = pく0.01
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表4

Ii ，、4歳児幸〈望児器保塁羽詰例襲1せj)

1 自分の経験したζとをお母さんはどに話しますか。

2. 友だちとお母さん役，運転士役などの役~Iをもったとう乙あそびをして
いますか。

3 おS証書んなどからほめられると，よるζんて'W怠がりますか。

4 勝ち負けのルルがわかるようになり，負砂るとくやしがりますか.

広 自信ありげにふあまってみせるζ とがありますか。

6 ほとんど発音をまちがえずに錯すようになりましたか.

7 信号の色がわかり，交通安全のルールがわかるようになりましたか。

8 近所のよく知っていると乙ろなら宙開なお使いができますか。

* 9. 13をあけて片足立ちができますか。 (5抄〈らい〉

11 片足けんけんが5メートルくらいできますb、
12 碩の上にひろげた迎刊絡などをのせて数歩あるけますか。

13. お手本をみて十字(+)がかけますか.

* "" pく0.05

ーお3

州 =P< 0.01 



日本総合愛育研究所紀要 第23集

表 5

5- 叫児幸〈ま児vzmp華~)住〉 は b、 いいえ わびか答らえ広ない及し

叫. 自分の経験したことを思い出して絵にかきますか。 71.1 % 15.396 13.7 % 
91.1 。。 ••• 

2. 友だちとー緒に砂や積木で-何かをつくって選びますか。 99733 3 013 0 614 6 

3. 友だちなどのJレール違反を『いけないんだよjなどと注意しますか。 89718 1 4a0 o 8a2 8 

.• 友だちのなかに好きな子，きらいな子ができましたか。 77536 3 11 12 
1.1 11352 5 

5. おもちTゃこやお蝶子などをほしくてもがまんするととができるようにな
りましか。 8曲096 1349 4 565 6 

***6. 外からし帰ってきてお母さんなどがいないと心配したり泣きべそをかい
たり ますか。 4位232 52.1 586 8 

8.9 

? 自分の右左がわかります. 88073 0 6a2 7 1635 3 

8 お話を鏡んでもらったり，してもらって，そのすじがよくわかるよう 89533 3 4CL0 O ta67 6 になりましたか。

9. 両足をそろえて「立ち巾とびJができますか。(叩'"以上〉 985415 2 016 0 1279 7 

10 僚10，とa仰びので復往や復紙とぷ〈新ζ聞と紙がをでひきろまげすてか綬。に5つ針りしたくらい〉を片足 87550 6 75 4 
4 27a 5 o 

11. 片手で fまりっき」ができますか。 (3回以上〉 83.7 9.' 1659 5 17.8 6.7 

12 白をとじて片足立ちができますか。 (3抄くらLサ 98416 4 1530 3 

13 ヒモで fかたむすび」ができますか。 17791.5 1 10.8 9.7 
11.1 17.7 

*p<O.05 ***Pく0.005 注) 5成児のみ

その他で差が見られた項目では. 4歳児の項目 9r自
をあけて片足立ちJ(p<0.05λ 項目 10r後ずさり

て 2m歩く J(p< 0.01)及び5歳児の項目 1r経験し

たととを絵にかく J(p<0.05)がある。幼健調では前

者 2項目については「課題が年齢栂当より難しい，ある

いは. 1:れまで余りゃったことがなかったのでうまくで

きない，もしくはわからなかったと恩われる項目」であ

るとされ，後者は「質問の意味がわからなかった，ある

いは難しく考え過ぎたと推察された項目」とされている。

従ってとれら白項目での両対象の差は大きな意味は持た

ないと考える。

表 B 水泳を続けてきて良かったと思う己と

4. 調査票Cについて

質問 1rζれまで水泳を続貯てきて良かったと恩う乙

と」および質問 2rζれまでK悩んだこと，困ったζ と」

の結果を表 6から表 121<:示した。回答は複数回答であ

る。生活面の記述の中で多お見られた子供自身の性格や

行動1<:関するζとは，生活面から独立させて表8と表11

K示した。

良かったと思う ζとは全体で，健康面 132件，生活面

96件，性格・行動44件あったのに対1.，.悩んだ乙と・

困った己とは健康面 71件生活面 19件，性格・行動23件

で良かったζ との方が多く記載されていた。

く表6>水泳を続けてきて健康面で良かったと思うこ

(1)健康函

風邪をひかなくなった，ひいても軽く
すむ

体力・抵抗力がついた，丈夫になった

瑞息・アトピー症状が軽くなった

発育が順調，体格がよくなった

皮膚が強くなった

足が丈夫になった

姿勢がよくなった

便秘が直った

耳白病気をしなくなった

肺活力が出た

81 (54.7) 

30 (20.3) 

9 ( 6.1) 

4 ( 2.7) 

2 ( 1.4) 

2 ( 1.4) 

1(0.7) 

1 ( 0.7) 

1 ( 0.7) 

1(0.7) 

( )内%

とで特i己目立つたのは「かぜをひかなくなった，ひいて

も軽くすむ」で 81件 (54.17百)あげられた。次いで

「体力・抵抗力がついた，丈夫になったJ30件(20.3 

%)であり，乙れもすなわち風邪など白病気をしにくく

なったということと思われる。

く表7>生活函で良かったζとは「友達ができたJ23 

件(15.5 %)で， ζれは母子双方にというも由が多か

った。乙れはかつて行なったベEースイミング1<:関する

284ー
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母親の意識調査叫でもとれと通ずる結果が得られている。

すなわちベピースイミングを始めた目的について母親の

14.5%は「社交の場を求めて」としていたのである。次

いで「生活にめりはり・リズム・楽しみができたJr規則

・順番を守るなど集団行動ができるようになったJがい

ずれも 18件 (12.2，百〉であった。後者は調査表Bの結

果とつながっている。

表7 水泳を続けてきて良かったと思うこと

(2) 生活面

友達ができた(母子双方に)

言語ケめりはり・リズム・楽しみがで

規則・順番を守るなど集団行動ができ
るようになった。

洗髪・洗顔・入浴が楽である。

食欲が出た

寝つき・寝起きなど睡眠の習慣の改善

プール・海で〈家族一緒に)楽しめる

そ白他

23 (15.5) 

18 (12.2) 

18 (12.2) 

13 ( 8.8) 

7(4.7) 

6( 4.1) 

5 ( 3.4) 

6 ( 4.1) 

( )内必

<表8>良かったと思う性格・行動の変化は「自信が

ついたJ10件(6.8%)他，努力する，積極的，自立心

.自主性がつくなど生き生きとしたたくましい子供像が

伺えた。

表8 水泳を続けてきて良かったと思う乙と

(3) 性格・行動

自信がついた I 10 ( 6.8) 

競争心がつく，やり遂げる，努力する 19(6.1)

積極的になった

自立心・自主性がついた

社会性がついた，視野が広がる

礼儀正しくなった

活発になった

忍耐力がついた

6 ( 4.1) 

6 ( 4.1) 

4 ( 2.7) 

3 ( 2.0) 

3 ( 2.0) 

3 ( 2.0) 

( )内%

以上の水泳を続けてきて良かったと思う ζ とは，母親

の判断としての水泳由効用と受け止めておくが，以下由

困った己と・悩んだζとは必ずしも全部が水泳の影響と

は思えず，本人自体質，年齢的なものなどの個人差によ

る問題が含まれると考えられる。

<表9>健康面で困った己と・悩んだζとは「風邪」

14件 (9.5%)r水いぼJ13件 (8.8%)r中耳炎J11 

件 (7.4%)が上位をしめた。風邪については，良かっ

たととの「風邪をひきにくくなった」と相反する由主一

度風邪をひくと長期間プールを休まなければならないた

め悩みが多かった。

表9 己れまでに悩んだとと・困ったとと

(1) 健康面

風邪をひき易い，高熱で長期欠席にな
る。

水いぽになる

中耳炎

とびひ・水泡癒などの伝染

アトピー性皮膚炎

結膜炎などの自の病気がうつる

瑞息性気管支炎・晴息発作・肺炎

発熱・ひきつけ

どの程度目症状でプールを休むべきか

咳・ぜい鳴

プーノレ後の湿疹

その他

14( 9.5) 

13 ( 8.8) 

11 ( 7.4) 

6 ( 4.1) 

5 ( 3.4) 

4 (2.7) 

3 ( 2，0) 
3 ( 2.0) 

3 ( 2.0) 

2 ( 1.4) 

2 ( 1.4) 

5 ( 3ι) 

( )内%

く表10><表11>自生活面・性格・行動上白悩みは多

くが一般的な母親の育児上の悩みと言えよう。今回は対

照群をとっていない由で論及できないのであるが，プー

)ldC通っている児と通っていない児で母親白悩みが異な

るか否かは，今後調べてみたい。本調査では悩みよりは

水泳のメリットの方が質問 1において強調されていると

言えよう。

表10 ζれまでに悩んだこと・図ったこと

(2) 生活函

食が細い

幼稚園との兼合い{疲れるなど〕

夜更かし・寝ぐずり

練習時閣が遅い (5歳で午後5時から

集団に入れなかった

兄妹片方の病気で両方休まざるえない

9 ( 6.1) 

4(2.7) 

3 ( 2.0) 
1 (0.7) 

1 ( 0.7) 

1( 0.7) 

( )内%

表11 乙れまでに悩んだζと・因ったζと

侶)性格・行動

わがまま・甘えんぼう・落ち着きがな
い

指しゃぶり・おねしょ・しつけ

おとなしい

人見知り

13 ( 8.8) 

5 ( 3.4) 

3 ( 2. 0) 

2 ( 1.4) 

( )内%
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く表12>水泳に関して己れまでに悩んだ乙と・因った

ととは「泣いた，嫌がった，怖がった，慣れないJが43

件 (29.1%)と圧倒的に多かった。これらは現在は喜ん

で通っているものであるカえ始めた当初あるいは長期欠

席したあと嫌がったというものである。「上達しないJ
「指導内容のマンネリ」はベピースイミングでよく聞か

れる悩みである。月謝を払っている親としては，同じζ

との繰り返しゃ効果が上がらないζとについて不満に恩

うようである。どのような目的で水泳をするかスイミン

グクラブ{聞との食い違いも考えられる。

3の水泳開始時期は生後どれ位からが適当と思うかの

聞いについては，実際1"いつ開始したかとクロスさせ表

131"示した。回答のあった内 0歳をよしとするものが最

表12 己れまでに悩んだ乙と・闘ったζと

141 水泳に関するζと

泣いた・嫌がった・怖がった・慣れな

上逮しない

コーチの変動・指導内容の差など四不
満

指導内容のマンネリ

通うのが速い

健康のため始めたはずが競争になって
しまう

他の子について行けるか不安

43 (29.1) 

7 ( 4.7) 

7 ( 4.7) 

2 ( 1.4) 

2 ( 1.4) 

1 ( 0.7) 

1 ( 0.7) 

( )内%

も多く 57 (52.3 %)であった。これは O歳で始めたも

のの 88.4%が自身の経験を肯定的1"捕らえているため

である。その他の年齢で始めたものも，実際IC早く始め

たものが，早く始めた方がよいと思っており，遅く始め

たものはそれ程早くなくてもよいと思っているなど経験

を肯定的に捕らえる傾向が表13から伺える。しかし 2歳

時に始めた群のみは，自身由経験より早く 0-1歳で始

めれば良かったと考えているものが多い。乙れは一つの

理由に2歳8か月でベビークラスから幼児クラスに移る

時期の母子分離がスムーズにいかないζ とがあるからで

あろう。適当な開始時期を「わからない」と答えたもの

は8例， rいつからでもよいJとしたものは 2例あった。

そのほか「水慣れならなるべく早く，泳力のためなら 2

歳~小学生になるころJという意見が5件あった。

良いと思う開始時期の根拠・理由については O歳開始

をよしとした 57例中では， r水に対する恐怖心が少な

い」が最も多く， 48件あった(抵抗がない，自然に親し

めるを含む)0 3 -5か月開始としたうちでは次いで「首

がすわるJ4件， r健康的でよいJ2件，そ自他 4件で

あった。 6-11か月開始とした内では「体がしっかりす

るJ4件， r母子関係に良いJ2件，その他15件であっ

た。

l歳開始をよしとした16例中では「水を怖がらない内

にJが最も多いが6件， 。歳より割合は減る。次いでrO

歳では抵抗力がないのでJが4件， r抱かず1"シャワー

など績が楽J4件，その他が10件であった。

2歳開始をよしとしたのは6例と少ない。「物事が理

表13 適当と恩う水泳開始年齢について(経験との関係)

議員時告 白 議 。 歳 l 歳 2 歳 3 歳 4 成 5成~不明

合計 148 57 16 6 15 9 6 39 
109 52.3 14.7 5.5 13.8 8.3 5.5倒ー

6 ~ カ月 49 38 3 1 1 - - 6 
111> !l I 43 88~4 7.0 2.3 2.3 

歳 22 7 6 2 1 - - 6 
16 43.8 37.5 12.5 6.3 

2 歳 18 4 6 1 1 1 1 4 
14 28.6 42.9 7.1 7.1 7.1 7.1 

歳 47 7 - 2 11 5 3 19 
28 25.0 - 7.1 39.3 17.9 10.7 

歳 10 1 1 - 1 3 1 3 
4 ~ I '7 14.3 14.3 - 14.3 42.9 14.3 

歳
2 - - - - - 1 

5 ~ I i - - - - - 100.O 
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解できるJ2件「意志表示ができるJ2件の他， 4件の

理由が挙げられた。

3歳開始をよしとした15例では， Iコーチのいうとと

が理解できるようになるJが5件， I親離れができる」

「自分の意志でやるJI経験からスムースであったJが

各2件ずつ，その他 9件挙げられた。

4歳開始をよしとした9例では3歳と閉じく「コーチ

のいう ζとが理解できるようになる」が主な理由で7件

であった。次いで「上速が早いJ3件:.r無駄がないJ
2件，その他が 3件あった。

5歳以降の6担jでも， 3歳4歳と閉じく「コーチのい

配慮はしてもらいたいと考える。

発達に関しては，母子健康手帳由記入欄は母親による

判断なのでやや信頼性が薄い結果がみられた。必要であ

れ』式幼児健康度調査のような具体的質問項目を定期的

に調査した方がよいと恩われた。幼児健康度調査と同じ

質問調査では「約束・順番を守る」で水泳実施児の方It

良い結果市村専られ，水泳技術のみならず社会性の育つ己

とが明かとなった。

母親のアンケートでは，健康商で「風邪をひきにくく

なったJが目立ったが， I風邪で休みがちJI水いぼJI中

耳炎」の悩みも挙げられた。生活面では「友速ができたJ

う乙とが理解できるようになるJが2件他が挙げられた。 など社会性K関するメリットが多く，悩みは少なかった。

以上の共通して多く挙げられた理由から親の水泳に関 性格行動に関しては「自信がついた」など生き生きとし

するとらえ方を分析すると， 0-1歳の低年齢では「水 た子供像が伺え，悩みは一般的なも白で特に水泳と由兼

に慣れることJを目的としており， 3歳以降では「効果 合いで問題があるとは恩われなかった。

的な水泳技術白習得」を目的としているものが多いと思

われた。 0-1歳由ベピースイミン夕、では「自然に水K

親しみ，親子で楽しむ」という考え方が，かなり浸透し

たようであるが.， 2-3歳前ぐらいの幼児水泳は技術の

習得と楽しみとしての水泳との兼合いが難しいようであ

る。

N 要 約

乳幼児水泳K通う児の発育状況は今回調査した範囲で

は良好であった。母子健康手帳を利用して白データ収集

という点では，身体計測値はかなりよく記入されており，

スイミングクラブとしては定期的に母子手帳を提出して

もらうか，または母子手帳から転記してもらうようにす

ることで，児の発育状態を把握するζとが可能であるζ

とが分かった。ただし 1歳過ぎると頭閤胸囲の記載欄が

ないので，水泳の胸囲に及ぼす影響をみる資料としては

不十分である。しかし定期的な母子健康手幌町提出は健

康診断の受診状態も把握でき，受診してないも<DKは受

診を促すζ ともできる。以前行なった調査りでは「健康

管理は会員に任せる」としたスイミングクラプが多かっ

たか，スイミングクラブとして児の健康診断を行なうと

とが難しい実情から考え，最低己れくらい四健康管理の

V 結語

乳幼児水泳に通う児の発育発逮状況は，今閉調査した

範囲では良好であった。母子健康手帳利用によるデータ

収集という点では，胸囲の計測が今後の検討課題となっ

た由主健康管理由一助として白母子健康手帳利用は有効

である事が判明した。

本初究の一部は総合母子保健センター保健指導部曽根

秀子，愛育研究所宮崎叶との共同研究で行ない，第33回

日本小児保健学会 (1986)において発表した。

文献

1) 脅柳幸子，他:ベピースイミング参加兇の発育発逮

に関する縦断的研究(第一報)，日本総合愛育研究所

紀要第19集， P 37-41， 1983 

2) (社)日本小児保健協会・幼児健康度調査報告書.

1981 

3) 曽根秀子，他・ベピースイミングについて世帯二報)

母親の意識調査，日本総合愛育研究所紀嬰17集， p21 

-31， 1981 

4)曽根秀子，他:ベピースイミングについて(第一報〉

日本総合愛育研究所紀要第16換" P 29-39，1980 

287 -




